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(54)【発明の名称】 画像取得装置

(57)【要約】
【課題】  画像を撮像手段により撮像して電気信号であ
る画像信号に変換し、その画像信号を所定の周波数のク
ロック信号を基準として出力する画像取得装置におい
て、複数の撮像手段により画像を撮像して画像信号を取
得する場合、各画像信号同志で同期がとれ、各画像信号
を相互に利用して画像処理等を行うことができる画像信
号を得る。
【解決手段】  クロック信号発生手段４０が、第１，第
２および第３の撮像手段１０，２０，３０について共通
であり、第１，第２および第３の制御手段１１，２１，
３１が、外部トリガ信号発生手段５０からのトリガ信号
を受け取ったとき共通のクロック信号発生手段４０から
発せられるクロック信号に基づいて第１，第２および第
３の撮像手段１０，２０，３０から各画像信号同志で同
期のとれた画像信号を出力させ、各画像信号を同じタイ
ミングで第１，第２および第３のメモリ１２，２２，３
２に記憶させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  画像を撮像して画像信号として出力する
撮像手段と、該撮像手段から出力される前記画像信号の
周期の基準となる所定の周期のクロック信号を発生する
クロック信号発生手段と、前記撮像手段から前記画像信
号が出力されるタイミングをとるためのトリガ信号を発
するトリガ信号発生手段と、該トリガ信号発生手段から
発せられたトリガ信号を受け取ったとき前記クロック信
号発生手段から発せられる前記クロック信号に基づいて
前記撮像手段から前記画像信号を出力させる制御手段と
を備えた画像取得装置において、
複数の前記撮像手段を有し、
前記クロック信号発生手段が、前記複数の撮像手段につ
いて共通であり、
前記制御手段が、前記トリガ信号を受け取ったとき前記
共通のクロック信号発生手段から発せられる前記クロッ
ク信号に基づいて前記複数の撮像手段から各前記画像信
号同志で同期のとれた前記画像信号を出力させるもので
あることを特徴とする画像取得装置。
【請求項２】  画像を撮像して画像信号として出力する
撮像手段と、該撮像手段から出力される前記画像信号の
周期の基準となる所定の周期のクロック信号を発生する
クロック信号発生手段と、前記撮像手段から前記画像信
号が出力されるタイミングをとるためのトリガ信号を発
するトリガ信号発生手段と、該トリガ信号発生手段から
発せられたトリガ信号を受け取ったとき前記クロック信
号発生手段から発せられるクロック信号に基づいて前記
撮像手段から前記画像信号を出力させる制御手段とを備
えた画像取得装置において、
複数の前記撮像手段と、
該複数の撮像手段から出力される各前記画像信号を記憶
して出力する複数の記憶手段と、
該複数の記憶手段において前記複数の撮像手段から出力
された前記画像信号の記憶が終了したことを検出したと
き検出信号を出力する検出手段とを備え、
前記複数の記憶手段が、前記検出信号に応答して各前記
画像信号同志で同期のとれた前記画像信号を出力するも
のであることを特徴とする画像取得装置。
【請求項３】  前記クロック信号発生手段が、前記複数
の撮像手段にそれぞれ対応して設けられたものであるこ
とを特徴とする請求項２記載の画像取得装置。
【請求項４】  前記検出手段が、前記複数の記憶手段に
それぞれ対応して設けられて各前記記憶手段に各前記画
像信号の記憶が終了したときイベントを発生する複数の
イベント発生部を有し、
該複数のイベント発生部のすべてからイベントが発生さ
れたとき前記検出信号を出力するものであることを特徴
とする請求項２または３記載の画像取得装置。
【請求項５】  前記検出手段が、前記イベントをカウン
トするカウント手段を有し、
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該カウント手段によりカウントされた前記イベントの数
が前記複数の撮像手段のｎ倍（ｎ≧１）となったとき検
出信号を出力するものであることを特徴とする請求項４
記載の画像取得装置。
【請求項６】  前記検出手段が、前記複数の記憶手段に
それぞれ対応して設けられて各前記記憶手段に各前記画
像信号の記憶が終了したときフラグを立てる複数のフラ
グ部と、
前記複数のフラグ部において前記フラグが立ったかどう
かを確認するフラグ確認手段とを有し、
該フラグ確認手段が、すべての前記複数のフラグ部にお
いてフラグが立ったことを確認したとき前記検出信号を
出力するものであることを特徴とする請求項２または３
記載の画像取得装置。
【請求項７】  前記フラグ確認手段が、所定の時間間隔
で前記複数のフラグ部にフラグが立ったかどうかを確認
するものであることを特徴とする請求項６記載の画像取
得装置。
【請求項８】  前記複数のフラグ部が、前記フラグが立
ったときイベントを発生するものであり、
前記フラグ確認手段が、前記イベントが発生したとき前
記複数のフラグ部においてフラグが立ったかどうかを確
認するものであることを特徴とする請求項６記載の画像
取得装置。
【請求項９】  前記クロック信号発生手段が、前記所定
の周期の２倍の周波数のリファレンス信号を発生するリ
ファレンス信号発生部と、
該リファレンス信号発生部から出力される前記リファレ
ンス信号を２分の１に分周する分周部とを有し、
前記リファレンス信号を前記分周部により２分の１に分
周して前記クロック信号を出力するものであることを特
徴とする請求項１から８いずれか１項記載の画像取得装
置。
【請求項１０】  前記撮像手段が、励起光を被測定部に
照射することにより前記被測定部から発生する蛍光の強
度に基づく互いに異なる波長帯域の蛍光画像を撮像する
ものであることを特徴とする請求項１から９いずれか１
項記載の画像取得装置。
【請求項１１】  前記撮像手段が、励起光を被測定部に
照射することにより前記被測定部から発生する蛍光の強
度に基づく蛍光画像および参照光を前記被測定部に照射
することにより前記被測定部から反射される反射光の強
度に基づく参照光画像を撮像するものであることを特徴
とする請求項１から９いずれか１項記載の画像取得装
置。
【請求項１２】  前記撮像手段が、励起光を被測定部に
照射することにより前記被測定部から発生する蛍光の強
度に基づく互いに異なる波長帯域の蛍光画像および参照
光を前記被測定部に照射することにより前記被測定部か
ら反射される反射光の強度に基づく参照光画像を撮像す
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るものであることを特徴とする請求項１から９いずれか
１項記載の画像取得装置。
【請求項１３】  前記励起光を前記被測定部まで導光
し、前記励起光を被測定部に照射することにより前記被
測定部から発生する蛍光を前記撮像手段まで導光する生
体内部に挿入される内視鏡挿入部を有する内視鏡の形態
であることを特徴とする請求項１０から１２いずれか１
項記載の画像取得装置。
【請求項１４】  前記励起光の光源が、ＧａＮ系の半導
体レーザであり、励起光の波長帯域が４００ｎｍから４
２０ｎｍまでの範囲内であることを特徴とする請求項１
０から１３いずれか１項記載の画像取得装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、画像を撮像して画
像信号として取得する画像取得装置において、特に詳細
には複数の撮像手段により画像を撮像して画像信号を取
得する場合における画像取得装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、ＣＣＤなどの撮像手段により
画像を撮像して電気信号である画像信号に変換し、その
画像信号を所定の周波数のクロック信号を基準として出
力する画像取得装置が種々の技術分野において利用され
ている。
【０００３】ところで、上記画像取得装置において、複
数の撮像手段により画像を撮像して画像信号として出力
し、各画像信号を相互に利用して同時に画像処理等を行
う際には各画像信号同志が同期がとれている必要があ
る。例えば、医療分野での画像診断で用いられる診断画
像において、同一の被測定部から異なる条件下にて画像
を撮像し、各画像を相互に利用して画像処理等を行う場
合がある。
【０００４】詳細には、生体内在色素の励起光波長領域
にある励起光を生体組織に照射した場合に、正常組織と
病変組織では発する蛍光強度が異なる（具体的には、図
６に実線で示すように正常組織からは強い蛍光が発せら
れ、病変組織からは破線で示すように微弱な蛍光が発せ
られる）ことを利用して、生体内在色素が発する蛍光を
受光することにより病変組織の局在、浸潤範囲を蛍光画
像として表示する技術において、上記のように励起光に
よる蛍光の強度を画像として表示する場合、生体組織に
凹凸があるため、生体組織に照射される励起光の強度は
均一ではない。また、生体組織から発せられる蛍光強度
は、励起光照度にほぼ比例するが、励起光照度は距離の
２乗に反比例して低下する。そのため、光源から遠くに
ある正常組織よりも近くにある病変組織の方が、強い蛍
光を受光する場合があり、励起光による蛍光の強度の情
報だけでは生体組織の組織性状を正確に識別することが
できない。このような不具合を低減するために、異なる
波長帯域（４８０ｎｍ付近の狭帯域と４３０ｎｍ近傍か
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ら７３０ｎｍ近傍の広帯域）から取得した２種類の蛍光
強度の比率を除算により求め、その除算値に基づく演算
画像を表示する方法、すなわち、生体の組織性状を反映
した蛍光スペクトルの形状の違いに基づいた画像表示方
法や、種々の生体組織に対して一様な吸収を受ける近赤
外光を参照光として生体組織に照射し、この参照光の照
射を受けた生体組織によって反射された反射光の強度を
検出して、蛍光強度との比率を除算により求め、その除
算値に基づく演算画像を表示する方法、すなわち、蛍光
収率を反映した値を求めて画像表示する方法などが提案
されている。また、異なる波長帯域の蛍光強度の除算値
または蛍光強度と参照光の照射による反射光の強度の除
算値に色の情報を割り当て、その色の違いにより生体組
織の病変状態を画像として示す方法や、さらに、その色
の違いにより生体組織の病変状態を示す色画像と参照光
の照射による反射光の強度に輝度の情報を割り当てるこ
とにより得られた輝度画像とを合成することにより、生
体組織の形状も画像に反映させた凹凸感のある画像を示
す方法なども提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
ように複数の撮像手段を用いて画像を撮像して画像信号
を取得する場合、各画像信号同志が同期がとれている必
要があり、同期がとれていない場合、出力された各画像
信号を相互に利用した画像処理等（例えば、上記のよう
に互いに異なる波長帯域の蛍光画像間の演算処理、蛍光
画像と参照光の照射による反射光に基づく反射画像との
画像間演算処理、または蛍光画像と照明光の照射により
測定部から反射される反射光に基づく通常画像を同時に
表示する際の表示処理（特に、蛍光画像と通常画像をス
ーパーインポーズ（重ね合わせ）する表示処理））を適
切に行うことができなくなってしまう。
【０００６】本発明は、上記事情に鑑みて、画像を撮像
手段により撮像して電気信号である画像信号に変換し、
その画像信号を所定の周波数のクロック信号を基準とし
て出力する画像取得装置において、複数の撮像手段によ
り画像を撮像して画像信号を取得する場合、各画像信号
同志で同期がとれ、各画像信号を相互に利用して画像処
理等を行うことができる画像信号を得ることができる画
像取得装置を提供することを目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明による第１の画像
取得装置は、画像を撮像して画像信号として出力する撮
像手段と、撮像手段から出力される画像信号の周期の基
準となる所定の周期のクロック信号を発生するクロック
信号発生手段と、撮像手段から画像信号が出力されるタ
イミングをとるためのトリガ信号を発するトリガ信号発
生手段と、トリガ信号発生手段から発せられたトリガ信
号を受け取ったときクロック信号発生手段から発せられ
るクロック信号に基づいて撮像手段から画像信号を出力
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させる制御手段とを備えた画像取得装置において、複数
の撮像手段を有し、クロック信号発生手段が、複数の撮
像手段について共通であり、制御手段が、トリガ信号を
受け取ったとき共通のクロック信号発生手段から発せら
れるクロック信号に基づいて複数の撮像手段から各画像
信号同志で同期のとれた画像信号を出力させるものであ
ることを特徴とするものである。
【０００８】ここで、上記「撮像手段」とはＣＣＤなど
を意味するが、所定の周期の基準のクロック信号に基づ
いて画像信号を出力するものであれば如何なるものでも
よい。
【０００９】また、所定の周期の基準のクロック信号に
基づいて画像信号を出力するとは、例えば、撮像手段が
ＣＣＤの場合はクロック信号に応じて水平／垂直同期信
号を出力することにより画像信号を出力させることを意
味する。
【００１０】また、本発明による第２の画像取得装置
は、画像を撮像して画像信号として出力する撮像手段
と、撮像手段から出力される画像信号の周期の基準とな
る所定の周期のクロック信号を発生するクロック信号発
生手段と、撮像手段から画像信号が出力されるタイミン
グをとるためのトリガ信号を発するトリガ信号発生手段
と、トリガ信号発生手段から発せられたトリガ信号を受
け取ったときクロック信号発生手段から発せられるクロ
ック信号に基づいて撮像手段から画像信号を出力させる
制御手段とを備えた画像取得装置において、複数の撮像
手段と、複数の撮像手段から出力される各画像信号を記
憶して出力する複数の記憶手段と、複数の記憶手段にお
いて複数の撮像手段から出力された画像信号の記憶が終
了したことを検出したとき検出信号を出力する検出手段
とを備え、複数の記憶手段が、検出信号に応答して各画
像信号同志で同期のとれた画像信号を出力するものであ
ることを特徴とするものである。
【００１１】また、クロック信号発生手段は、複数の撮
像手段にそれぞれ対応して設けられたものとすることが
できる。
【００１２】また、検出手段は、複数の記憶手段にそれ
ぞれ対応して設けられて各記憶手段に各画像信号の記憶
が終了したときイベントを発生する複数のイベント発生
部を有し、複数のイベント発生部のすべてからイベント
が発生されたとき検出信号を出力するものとすることが
できる。
【００１３】また、検出手段は、イベントをカウントす
るカウント手段を有し、カウント手段によりカウントさ
れたイベントの数が複数の撮像手段のｎ倍（ｎ≧１）と
なったとき検出信号を出力するものとすることができ
る。
【００１４】また、検出手段は、複数の記憶手段にそれ
ぞれ対応して設けられて各記憶手段に各画像信号の記憶
が終了したときフラグを立てる複数のフラグ部と、複数
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のフラグ部においてフラグが立ったかどうかを確認する
フラグ確認手段とを有し、フラグ確認手段が、すべての
複数のフラグ部においてフラグが立ったことを確認した
とき検出信号を出力するものすることができる。
【００１５】また、フラグ確認手段は、所定の時間間隔
で複数のフラグ部にフラグが立ったかどうかを確認する
ものとすることができる。
【００１６】また、複数のフラグ部が、フラグが立った
ときイベントを発生するものであり、フラグ確認手段
が、イベントが発生したとき複数のフラグ部においてフ
ラグが立ったかどうかを確認するものとすることができ
る。
【００１７】また、クロック信号発生手段は、所定の周
期の２倍の周波数のリファレンス信号を発生するリファ
レンス信号発生部と、リファレンス信号発生部から出力
されるリファレンス信号を２分の１に分周する分周部と
を有し、リファレンス信号を分周部により２分の１に分
周してクロック信号を出力するものとすることができ
る。ここで、分周部はリファレンス信号の立ち上がりも
しくは立下りのいずれかを利用して２分の１に分周する
ものである。
【００１８】また、撮像手段は、励起光を被測定部に照
射することにより被測定部から発生する蛍光の強度に基
づく互いに異なる波長帯域の蛍光画像を撮像するものと
することができる。
【００１９】また、撮像手段は、励起光を被測定部に照
射することにより被測定部から発生する蛍光の強度に基
づく蛍光画像および参照光を被測定部に照射することに
より被測定部から反射される反射光の強度に基づく参照
光画像を撮像するものとすることができる。
【００２０】また、撮像手段は、励起光を被測定部に照
射することにより被測定部から発生する蛍光の強度に基
づく互いに異なる波長帯域の蛍光画像および参照光を被
測定部に照射することにより被測定部から反射される反
射光の強度に基づく参照光画像を撮像するものとするこ
とができる。
【００２１】ここで、上記「参照光」とは、上記に示し
た蛍光画像の距離補正などを行う際に利用されるもので
もよいし、被測定部の通常画像を撮像するための通常光
（照明光）でもよい。
【００２２】また、励起光を被測定部まで導光し、励起
光を被測定部に照射することにより被測定部から発生す
る蛍光を撮像手段まで導光する生体内部に挿入される内
視鏡挿入部を有する内視鏡の形態とすることができる。
【００２３】また、励起光の光源は、ＧａＮ系の半導体
レーザであり、励起光の波長帯域が４００ｎｍから４２
０ｎｍまでの範囲内とすることができる。
【００２４】
【発明の効果】本発明による第１の画像取得装置によれ
ば、複数の撮像手段を有し、クロック信号発生手段が、
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7
複数の撮像手段について共通であり、制御手段が、トリ
ガ信号を受け取ったとき共通のクロック信号発生手段か
ら発せられるクロック信号に基づいて複数の撮像手段か
ら各画像信号同志で同期のとれた画像信号を出力させる
ようにしたので、各画像信号を同じタイミングでメモリ
に記憶させることができ、各画像信号を相互に利用して
画像処理等を適切に行うことができる。また、クロック
信号を共通にすることにより複数の撮像手段により画像
を撮像するときの露光時間も複数の撮像手段について同
一にすることができるので、画像間演算に好適な画像を
得ることができる。
【００２５】また、本発明による第２の画像取得装置
は、複数の撮像手段と、複数の撮像手段から出力される
各画像信号を記憶して出力する複数の記憶手段と、複数
の記憶手段において複数の撮像手段から出力された画像
信号の記憶が終了したことを検出したとき検出信号を出
力する検出手段とを備え、複数の記憶手段が、検出信号
に応答して各画像信号同志で同期のとれた画像信号を出
力するものとしたので、各画像信号を相互に利用して画
像処理等を適切に行うことができる。
【００２６】また、クロック信号発生手段を、複数の撮
像手段にそれぞれ対応して設けられたものとした場合に
は、クロック信号発生手段から出力されるクロック信号
を複数の撮像手段に出力するための配線を引き回す必要
がなくなるので、クロック信号の配線の引き回しによる
ノイズの発生を防止することができる。
【００２７】また、検出手段が、複数の記憶手段にそれ
ぞれ対応して設けられて各記憶手段に各画像信号の記憶
が終了したときイベントを発生する複数のイベント発生
部を有し、複数のイベント発生部のすべてからイベント
が発生されたとき検出信号を出力するものとした場合に
は、簡易な構成により各記憶手段から同期のとれた画像
信号を出力させることができる。
【００２８】また、検出手段が、イベントをカウントす
るカウント手段を有し、カウント手段によりカウントさ
れたイベントの数が複数の撮像手段のｎ倍（ｎ≧１）と
なったとき検出信号を出力するものとした場合には、イ
ベントの検出をより簡易な構成で行うことができる。
【００２９】また、検出手段が、複数の記憶手段にそれ
ぞれ対応して設けられて各記憶手段に各画像信号の記憶
が終了したときフラグを立てる複数のフラグ部と、複数
のフラグ部においてフラグが立ったかどうかを確認する
フラグ確認手段とを有し、フラグ確認手段が、すべての
複数のフラグ部においてフラグが立ったことを確認した
とき検出信号を出力するものとした場合には、上記同
様、簡易な構成により各記憶手段から同期のとれた画像
信号を出力させることができる。
【００３０】また、フラグ確認手段が、所定の時間間隔
で複数のフラグ部にフラグが立ったかどうかを確認する
ものとした場合には、フラグが立ったかどうかの確認を
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簡易な構成で行うことができる。
【００３１】また、複数のフラグ部が、フラグが立った
ときイベントを発生するものであり、フラグ確認手段
が、イベントが発生したとき複数のフラグ部においてフ
ラグが立ったかどうかを確認するものとするものとした
場合には、より効率よくフラグの確認を行うことができ
る。
【００３２】また、クロック信号発生手段が、所定の周
期の２倍の周波数のリファレンス信号を発生するリファ
レンス信号発生部と、リファレンス信号発生部から出力
されるリファレンス信号を２分の１に分周する分周部と
を有し、リファレンス信号を分周部により２分の１に分
周してクロック信号を出力するものとした場合には、分
周部がリファレンス信号の立ち上がりもしくは立下りの
いずれかを利用して２分の１に分周するのでクロック信
号のデューティ比の精度が向上し、画像信号同志の同期
を精度よく取ることができる。
【００３３】また、撮像手段が、励起光を被測定部に照
射することにより被測定部から発生する蛍光の強度に基
づく互いに異なる波長帯域の蛍光画像を撮像するものと
した場合には、互いに異なる波長帯域の蛍光画像間の適
切な演算を行うことができる。
【００３４】また、撮像手段が、励起光を被測定部に照
射することにより被測定部から発生する蛍光の強度に基
づく蛍光画像および参照光を被測定部に照射することに
より被測定部から反射される反射光の強度に基づく参照
光画像を撮像するものとした場合には、蛍光画像と参照
光画像間の適切な演算を行うことができる。
【００３５】また、撮像手段は、励起光を被測定部に照
射することにより被測定部から発生する蛍光の強度に基
づく互いに異なる波長帯域の蛍光画像および参照光を被
測定部に照射することにより被測定部から反射される反
射光の強度に基づく参照光画像を撮像するものとした場
合には、互いに異なる波長帯域の蛍光画像間および蛍光
画像と参照光画像間の適切な演算を行うことができる。
【００３６】また、励起光を被測定部まで導光し、励起
光を被測定部に照射することにより被測定部から発生す
る蛍光を撮像手段まで導光する生体内部に挿入される内
視鏡挿入部を有する内視鏡の形態とした場合には、内視
鏡により撮像された画像間の適切な演算をすることがで
き、より診断に適した画像を得ることができる。
【００３７】また、励起光の光源は、ＧａＮ系の半導体
レーザであり、励起光の波長帯域が４００ｎｍから４２
０ｎｍまでの範囲内とした場合には、より効率よく蛍光
を励起することができる。
【００３８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の具体的な実施の形
態について図面を用いて説明する。図１は本発明による
画像取得装置の構成を示す図である。
【００３９】本発明による画像取得装置は、画像を撮像
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して画像信号として出力する第１、第２および第３の撮
像手段１０，２０，３０と、第１，第２および第３の撮
像手段１０，２０，３０から出力される画像信号の周期
の基準となる所定の周期のクロック信号を発生するクロ
ック信号発生手段４０と、第１，第２および第３の撮像
手段１０，２０，３０から画像信号が出力されるタイミ
ングをとるためのトリガ信号を発するトリガ信号発生手
段５０と、トリガ信号発生手段５０から発せられたトリ
ガ信号を受け取ったときクロック信号発生手段４０から
発せられるクロック信号に基づいて第１，第２および第
３の撮像手段１０，２０，３０から画像信号を出力させ
る第１，第２および第３の制御手段１１，２１，３１と
から構成される。第１，第２および第３の撮像手段１
０，２０，３０から出力された画像信号はそれぞれ第
１，第２および第３のメモリ１２，２２，３２に記憶さ
れた後、画像処理手段６０に出力され、画像処理手段６
０は第１，第２および第３のメモリ１２，２２，３２か
ら出力された画像信号に基づいて画像処理を行うもので
ある。
【００４０】図示の通りクロック信号発生手段４０は、
第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０に対
して共通のクロック信号を出力するものである。また、
クロック信号発生手段４０はクロック信号の２倍の周波
数のレファレンス信号を発するレファレンス信号発生部
４１と、レファレンス信号を２分の１に分周する分周部
４２とを有し、レファレンス信号発生部４１から発せら
れたレファレンス信号を分周部４２により２分の１に分
周してクロック信号として出力するものである。
【００４１】第１，第２および第３の撮像手段は、ＣＣ
Ｄなどの撮像素子を意味するが画像を撮像し、クロック
信号手段４０のクロック信号に基づいて画像信号を出力
するものであれば如何なるものでもよい。
【００４２】次に、本実施の形態の作用について説明す
る。図２に本実施の形態の作用におけるタイミングチャ
ートの例を示す。まず、トリガ信号発生手段５０からト
リガ信号が発生され、その後の最初のクロック信号の立
ち上がりにより第１，第２および第３の撮像手段１０，
２０，３０が第１，第２および第３の制御手段１１，２
１，３１によりそれぞれ駆動され露光を開始する。そし
て、トリガ信号が立ち下がると次のクロック信号の立下
りにより第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，
３０は露光を終了する。さらに、次のトリガ信号の立ち
上がった後、次のクロック信号の立ち上がりにより第
１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０は再び
露光を開始すると共に最初の露光による画像信号を出力
する。このとき第１，第２および第３の撮像手段１０，
２０，３０からそれぞれ出力される画像信号同志はクロ
ック信号とトリガ信号を共通としているので同期がとれ
ている。そして、第１，第２および第３の撮像手段１
０，２０，３０から出力された画像信号はそれぞれ第
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１，第２および第３のメモリ１２，２２，３２に記憶さ
れた後、画像処理手段６０に出力され、各画像信号が同
時の画像処理される。
【００４３】なお、第１，第２および第３の撮像手段１
０，２０，３０によりそれぞれ撮像される画像は、後で
画像処理手段６０にて同時に画像処理される画像であれ
ば異なる画像でもよいし、同じ画像でもよい。
【００４４】また、本実施の形態では、第１，第２およ
び第３のメモリ１２，２２，３２を設けた構成とした
が、画像処理手段６０において同様の機能の記憶媒体が
設けてある場合は必ずしも必要はない。
【００４５】本実施の形態による画像取得装置によれ
ば、第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０
を有し、クロック信号発生手段４０が、第１，第２およ
び第３の撮像手段１０，２０，３０について共通であ
り、第１，第２および第３の制御手段１１，２１，３１
が、トリガ信号を受け取ったとき共通のクロック信号発
生手段４０から発せられるクロック信号に基づいて第
１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０から各
画像信号同志で同期のとれた画像信号を出力させるよう
にしたので、各画像信号を同じタイミングで第１，第２
および第３のメモリ１２，２２，３２に記憶させること
ができ、各画像信号を相互に利用して画像処理等を適切
に行うことができる。また、クロック信号を共通にする
ことにより複数の撮像手段により画像を撮像するときの
露光時間も複数の撮像手段について同一にすることがで
きるので、画像間演算に好適な画像を得ることができ
る。
【００４６】次に、本発明による画像取得装置の第２の
実施の形態について説明する。図３は本実施の形態の構
成を示す図である。なお、第１の実施の形態と同等の要
素については特に必要のない限り説明を省略する。
【００４７】本発明による画像取得装置の第２の実施の
形態は、第１，第２および第３の撮像手段と、外部トリ
ガ信号発生手段５０と、クロック信号発生手段１６，２
６，３６をそれぞれ内蔵してトリガ信号発生手段５０か
ら発せられたトリガ信号を受け取ったときクロック信号
発生手段１６，２６，３６から発せられるクロック信号
に基づいて第１，第２および第３の撮像手段１０，２
０，３０から画像信号を出力させる第１，第２および第
３の制御手段１５，２５，３５と、第１，第２および第
３の撮像手段１０，２０，３０から出力された各画像信
号をそれぞれ一時的に記憶し後述するイベント検出手段
７０から出力される検出信号に応答して各画像信号を出
力する第１、第２および第３のバッファ１３，２３，３
３と、第１，第２および第３のバッファ１３，２３，３
３おいて第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，
３０から出力された各画像信号の記憶が終了したことを
それぞれ検出したときイベントを発生する第１，第２お
よび第３のイベント発生部１４，２４，３４と、第１，
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第２および第３のイベント発生部１４，２４，３４から
発せられたイベントを検出してすべてのイベント発生部
からイベントが発せられたことを検出したとき第１、第
２および第３のバッファ１３，２３，３３に検出信号を
発生するイベント検出手段７０とから構成され、第１，
第２および第３のバッファ１３，２３，３３から出力さ
れた各画像信号はそれぞれ第１，第２および第３のメモ
リ１２，２２，３２に記憶された後、画像処理手段６０
に出力され、画像処理手段６０は第１，第２および第３
のメモリ１２，２２，３２から出力された画像信号に基
づいて画像処理を行うものである。
【００４８】ここで、本実施の形態ではクロック信号発
生手段１６，２６，３６は第１，第２および第３の制御
手段１５，２５，３５にそれぞれ内蔵する構成とした
が、第１の実施の形態と同様に各撮像手段について共通
にしてもよい。但し、本実施の形態では第１の実施の形
態のようにクロック信号発生手段を各撮像手段について
共通にする必要がなく、また、クロック信号発生手段を
各撮像手段について共通にした場合各撮像手段にクロッ
ク信号を供給する配線の引き回しが必要となり、この配
線の引き回しにより一般的に周波数が高いクロック信号
が画像信号のノイズ源となるおそれがあるため、クロッ
ク信号発生手段は本実施の形態のように各撮像手段につ
いて別々に設ける構成とすることが望ましい。
【００４９】また、クロック信号発生手段１６，２６，
３６は第１の実施の形態におけるクロック発生手段４０
と同様にクロック信号の２倍の周波数のレファレンス信
号を発する図示省略したレファレンス信号発生部とリフ
ァレンス信号を２分の１に分周する分周部とを有してい
る。
【００５０】また、本実施の形態では、各撮像手段から
出力される画像信号を第１，第２および第３のバッファ
１３，２３，３３にて記憶し、各バッファにて各画像信
号の記憶が終了したことを第１，第２および第３のイベ
ント発生部１４，２４，３４が検出したときイベントを
発生するようにしたが、必ずしもこの構成にする必要は
なく、第１，第２および第３のバッファ１３，２３，３
３を設けず第１，第２および第３のイベント発生部１
４，２４，３４をそれぞれ第１，第２および第３のメモ
リ１２，２２，３２にそれぞれ設け、第１，第２および
第３のメモリ１２，２２，３２がそれぞれ各画像信号の
記憶が終了したとき第１，第２および第３のイベント発
生部１４，２４，３４がイベントを発生するようにして
もよい。但し、第１，第２および第３のバッファ１３，
２３，３３としてＦＩＦＯ等を使用した場合には、イベ
ント発生部を設けるのには第１，第２および第３のバッ
ファ１３，２３，３３に設けた構成とした方がその作成
が容易である。
【００５１】また、イベント検出手段７０はカウント手
段７１を備え、第１，第２および第３のイベント発生部
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１４，２４，３４においてイベントが発生したことを検
出してそのイベントの数をカウントし、すべてのイベン
ト発生部からイベントが発生したとき検出信号を出力す
る。カウント手段７１においては、イベントをカウント
する際、すべてのイベント発生部からイベントが発生さ
れたとき、つまりイベントの数として３がカウントされ
たときに検出信号を出力し、その後カウンターをリセッ
トするようにしてもよいし、３のｎ倍（ｎ≧１）がカウ
ントされたとき検出信号を出力し、所定の３の倍数にな
ったときにカウンターをリセットするようにしてもよ
い。
【００５２】次に、本実施の形態の作用について説明す
る。まず、トリガ信号発生手段５０からトリガ信号が発
生され、その後の最初のクロック信号の立ち上がりによ
り第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０が
第１，第２および第３の制御手段１１，２１，３１によ
りそれぞれ駆動され露光を開始する。なお、このときク
ロック信号発生手段は各撮像手段についてそれぞれ設け
られているので、露光のタイミングは最大でクロック信
号の半周期分ずれる可能性がある。次に、トリガ信号が
立ち下がると第１，第２および第３の撮像手段１０，２
０，３０についてそれぞれの次のクロック信号の立下り
により第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３
０はそれぞれのタイミングで露光を終了する。さらに、
次のトリガ信号の立ち上がった後、次のクロック信号の
立ち上がりにより第１，第２および第３の撮像手段１
０，２０，３０は再びそれぞれのタイミングで露光を開
始すると共に最初の露光による画像信号を出力する。そ
して、第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３
０から出力された画像信号はそれぞれ第１，第２および
第３のバッファ１３，２３，３３に記憶される。第１，
第２および第３のバッファ１３，２３，３３においてそ
れぞれ画像信号の記憶が終了したとき、各バッファに設
けられた第１，第２および第３のイベント発生部１４，
２４，３４においてイベントがそれぞれ発生する。この
イベントはイベント検出手段７０により検出される。イ
ベント検出手段７０はカウント手段７１により第１，第
２および第３のイベント発生部１４，２４，３４におい
て発生したイベントの数の合計をカウントし、この合計
が３のｎ倍（ｎ≧１）になったとき検出信号を出力す
る。この検出信号は第１，第２および第３のバッファ１
３，２３，３３にそれぞれ同時に出力され、第１，第２
および第３のバッファ１３，２３，３３はこの検出信号
に応答して各画像信号を第１，第２および第３のメモリ
１２，２２，３２に出力する。各画像信号はそれぞれ第
１，第２および第３のメモリ１２，２２，３２に記憶さ
れた後、画像処理手段６０に出力され、各画像信号が同
時の画像処理等される。
【００５３】本実施の形態による画像取得装置によれ
ば、第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０
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と、第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０
から出力される各画像信号を記憶して出力する第１，第
２および第３のバッファ１３，２３，３３と、第１，第
２および第３のバッファ１３，２３，３３において第
１，第２および第３の撮像手段１０，２０，３０から出
力された画像信号の記憶が終了したことを検出したとき
検出信号を出力するイベント検出手段７０とを備え、第
１，第２および第３のバッファ１３，２３，３３が、検
出信号に応答して各画像信号同志で同期のとれた画像信
号を出力するものとしたので、各画像信号を相互に利用
して画像処理等を適切に行うことができる。
【００５４】また、クロック信号発生手段を、第１，第
２および第３の撮像手段１０，２０，３０にそれぞれ対
応して設けられたものとしたので、クロック信号発生手
段から出力されるクロック信号を第１，第２および第３
の撮像手段１０，２０，３０に出力するための配線を引
き回す必要がなくなるので、クロック信号の配線の引き
回しによるノイズの発生を防止することができる。
【００５５】また、イベント検出手段７０が、第１，第
２および第３のバッファ１３，２３，３３にそれぞれ対
応して設けられて第１，第２および第３のバッファ１
３，２３，３３に各画像信号の記憶が終了したときイベ
ントを発生する第１，第２および第３のイベント発生部
１４，２４，３４を有し、第１，第２および第３のイベ
ント発生部１４，２４，３４のすべてからイベントが発
生されたとき検出信号を出力するものとしたので、簡易
な構成により各メモリから同期のとれた画像信号を出力
させることができる。
【００５６】また、イベント検出手段７０が、イベント
をカウントするカウント手段７１を有し、カウント手段
７１によりカウントされたイベントの数が第１，第２お
よび第３の撮像手段１０，２０，３０のｎ倍（ｎ≧１）
となったとき検出信号を出力するものとしたので、イベ
ントの検出をより簡易な構成で行うことができる。な
お、バッファ、イベント発生部をメモリに組み込んで一
体化してもよい。
【００５７】次に、本発明による画像取得装置の第３に
実施の形態について説明する。図４は本実施の形態の構
成を示す図である。なお、第２の実施の形態と同等の要
素については特に必要のないかぎり説明を省略する。
【００５８】本発明のよる画像取得装置の第３の実施の
形態は、第１，第２および第３の撮像手段１０，２０，
３０と、外部トリガ信号発生手段５０と、クロック信号
発生手段１６，２６，３６をそれぞれ内蔵した第１，第
２および第３の制御手段１５，２５，３５と、第１、第
２および第３のバッファ１３，２３，３３と、第１，第
２および第３のバッファ１３，２３，３３おいて第１，
第２および第３の撮像手段１０，２０，３０から出力さ
れた各画像信号の記憶が終了したことをそれぞれ検出し
たときフラグを立てる第１，第２および第３のフラグ部
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１７，２７，３７と、第１，第２および第３のフラグ部
１７，２７，３７にフラグが立っているかどうかを確認
してすべてのフラグ部においてフラグが立ったとき第
１、第２および第３のバッファ１３，２３，３３に検出
信号を発生するフラグ確認手段８０とから構成され、第
１，第２および第３のバッファ１３，２３，３３から出
力された各画像信号はそれぞれ第１，第２および第３の
メモリ１２，２２，３２に記憶された後、画像処理手段
６０に出力され、画像処理手段６０は第１，第２および
第３のメモリ１２，２２，３２から出力された画像信号
に基づいて画像処理を行うものである。
【００５９】次に、本実施の形態の作用について説明を
する。なお、本実施の形態は上記第２の実施の形態とほ
ぼ同様であり、第２の実施の形態において第１，第２お
よび第３の撮像手段１０，２０，３０から出力された画
像信号がそれぞれ第１，第２および第３のバッファ１
３，２３，３３に記憶されるまでの作用についても同様
であるため説明を省略する。
【００６０】本実施の形態では、第１，第２および第３
のバッファ１３，２３，３３においてそれぞれ画像信号
の記憶が終了したとき、各バッファに設けられた第１，
第２および第３のフラグ部１７，２７，３７においてそ
れぞれフラグが立つ。このフラグ確認手段８０は所定の
時間間隔で第１，第２および第３のフラグ部１７，２
７，３７にフラグが立っているかを確認する。フラグ確
認手段８０は第１，第２および第３のフラグ部１７，２
７，３７のすべてにおいてフラグが立ったとき検出信号
を出力する。この検出信号は第１，第２および第３のバ
ッファ１３，２３，３３にそれぞれ同時に出力され、第
１，第２および第３のバッファ１３，２３，３３はこの
検出信号に応答して各画像信号を第１，第２および第３
のメモリ１２，２２，３２に出力する。各画像信号はそ
れぞれ第１，第２および第３のメモリ１２，２２，３２
に記憶された後、画像処理手段６０に出力され、各画像
信号が同時の画像処理等される。
【００６１】本実施の形態では、フラグ確認手段８０が
所定の時間間隔で第１，第２および第３のフラグ部を確
認するようにしたが、第１，第２および第３のフラグ部
１７，２７，３７がそれぞれフラグが立ったときにイベ
ントを発生し、フラグ確認手段８０はこのイベントを検
出したとき、フラグ部にフラグが立っているかを確認す
るようにしてもよい。その他の作用については第２の実
施の形態と同様である。
【００６２】本実施の形態による画像取得装置によれ
ば、第１，第２および第３のバッファ１３，２３，３３
にそれぞれ対応して設けられて第１，第２および第３の
バッファ１３，２３，３３に各画像信号の記憶が終了し
たときフラグを立てる第１，第２および第３のフラグ部
１７，２７，３７と、第１，第２および第３のフラグ部
１７，２７，３７においてフラグが立ったかどうかを確
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認するフラグ確認手段８０とを有し、フラグ確認手段８
０が、第１，第２および第３のフラグ部１７，２７，３
７においてすべてのフラグが立ったことを確認したとき
検出信号を出力するものとした場合には、上記第２の実
施形態と同様、簡易な構成により第１，第２および第３
のバッファ１３，２３，３３から同期のとれた画像信号
を出力させることができる。
【００６３】また、フラグ確認手段８０が、所定の時間
間隔で第１，第２および第３のフラグ部１７，２７，３
７にフラグが立ったかどうかを確認するものとした場合
には、フラグが立ったかどうかの確認を簡易な構成で行
うことができる。
【００６４】また、第１，第２および第３のフラグ部１
７，２７，３７が、フラグが立ったときイベントを発生
するものであり、フラグ確認手段８０が、イベントが発
生したとき第１，第２および第３のフラグ部１７，２
７，３７においてフラグが立ったかどうかを確認するも
のとするものとした場合には、より効率よくフラグの確
認を行うことができる。
【００６５】次に、本発明による画像取得装置を蛍光内
視鏡に適用した実施の形態について説明を行う。本実施
の形態は第１の実施の形態を蛍光内視鏡に適用したもの
である。図５に本実施の形態の概略構成図を示す。
【００６６】本実施の形態による蛍光内視鏡は、患者の
病巣と疑われる部位に挿入される内視鏡挿入部１００
と、生体組織から得られた情報を画像信号に処理する画
像信号処理部１と、画像信号処理部１で処理された信号
を可視画像として表示するモニタ６００とから構成され
る。画像信号処理部１は、通常画像用白色光Ｌｗ、自家
蛍光画像用励起光Ｌｒおよび参照画像用参照光Ｌｓをそ
れぞれ射出する３つの光源を備えた照明ユニット１１０
と、この励起光の照射により生体組織９から発生した自
家蛍光像Ｚｊと、参照光の照射により生体組織９から発
生した反射像Ｚｓを撮像し、デジタル値に変換して２次
元画像データとして出力する画像検出ユニット３００
と、画像検出ユニット３００から出力された自家蛍光像
の２次元画像データから距離補正等の演算を行って、そ
の演算値に色情報を割り当て、反射像の２次元画像デー
タに輝度情報を割り当てて、２つの画像情報を合成して
出力する画像演算ユニット４００と、通常像をデジタル
値に変換して２次元画像データとし、その２次元画像デ
ータおよび画像演算ユニット４００の出力信号をビデオ
信号に変換して出力する表示信号処理ユニット５００
と、通常画像表示状態と合成画像表示状態を切り換える
フットスイッチ２とから構成される。
【００６７】内視鏡挿入部１００は、内部に先端まで延
びるライトガイド１０１と、イメージファイバ１０２を
備えている。ライトガイド１０１の先端部、即ち内視鏡
挿入部１００の先端部には、照明レンズ１０３を備えて
いる。また、イメージファイバ１０２は多成分ガラスフ
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ァイバであり、その先端部には励起光フィルタ１０４と
集光レンズ１０５を備えている。ライトガイド１０１
は、白色光ライトガイド１０１ａ、励起光ライトガイド
１０１ｂおよび参照光ライトガイド１０１ｃがバンドル
され、ケーブル状に一体化されており、白色光ライトガ
イド１０１ａ、励起光ライトガイド１０１ｂおよび参照
光ライトガイド１０１ｃは照明ユニット１１０へ接続さ
れている。イメージファイバ１０２の一端は、画像検出
ユニット３００へ接続されている。
【００６８】照明ユニット１１０は、自家蛍光画像用の
励起光Ｌｒを発するＧａＮ系半導体レーザ１１１および
そのＧａＮ系半導体レーザ１１１に電気的に接続される
半導体レーザ用電源１１２、通常画像用の白色光Ｌｗを
発する白色光源１１４ 、その白色光源１１４に電気的
に接続される白色光用電源１１５、反射画像用の参照光
Ｌｓを発する参照光源１１７、その参照光源１１７に電
気的に接続される参照光源用電源１１８を備えている。
【００６９】画像検出ユニット３００には、イメージフ
ァイバ１０２が接続され、イメージファイバ１０２によ
り伝搬された自家蛍光像、通常像、反射像を結像するコ
リメートレンズ３０１、コリメートレンズ３０１を透過
した通常像を直角方向に全反射し、コリメートレンズ３
０１を透過した蛍光像および反射像は、破線で示す位置
に移動し通過させる可動ミラー３０２、コリメートレン
ズ３０１を透過した蛍光像（７５０ｎｍ以下の波長の
光）を直角方向に反射するダイクロイックミラー３０
３、ダイクロイックミラー３０３を反射した自家蛍光像
の光量の５０％を透過し、５０％を直角方向に反射する
ハーフミラー３０８、ハーフミラー３０８を透過した自
家蛍光像を直角方向に反射する蛍光像用ミラー３１３、
蛍光像用ミラー３１３を直角方向に反射した自家蛍光像
を結像させる広帯域蛍光像用集光レンズ３０４、広帯域
蛍光像用集光レンズ３０４を透過した自家蛍光像から４
３０ｎｍ～７３０ｎｍの波長を選択する広帯域バンドパ
スフィルタ３０５、広帯域バンドパスフィルタ３０５を
透過した自家蛍光像を撮像する広帯域蛍光画像用高感度
撮像素子３０６、広帯域蛍光画像用高感度撮像素子３０
６により撮像された自家蛍光像をデジタル値に変換して
２次元画像データとして出力するＡＤ変換器３０７、Ａ
Ｄ変換器３０７から出力された広帯域の自家蛍光像に基
づく２次元画像データを記憶する広帯域蛍光像用メモリ
３１９、ハーフミラー３０８を直角方向に反射した自家
蛍光像を結像させる狭帯域蛍光像用集光レンズ３０９、
狭帯域蛍光像用集光レンズ３０９により結像された自家
蛍光像から４３０ｎｍ～５３０ｎｍの波長を取り出す狭
帯域バンドパスフィルタ３１０、狭帯域バンドパスフィ
ルタ３１０を透過した自家蛍光像を撮像する狭帯域蛍光
画像用高感度撮像素子３１１、狭帯域蛍光画像用高感度
撮像素子３１１により撮像された自家蛍光像をデジタル
値に変換して２次元画像データとして出力するＡＤ変換
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器３１２、ＡＤ変換器３１２から出力された狭帯域の自
家蛍光像に基づく２次元画像データを記憶する狭帯域蛍
光像用メモリ３１８、ダイクロイックミラー３０３を透
過した反射像を結像させる反射像用集光レンズ３１４、
反射像用集光レンズ３１４により結像された反射像を撮
像する反射像用撮像素子３１５、反射像用撮像素子３１
５により撮像された反射像をデジタル値に変換して２次
元画像データとして出力するＡＤ変換器３１６、ＡＤ変
換器３１６から出力された反射像に基づく２次元画像デ
ータを記憶する反射像用メモリ３１７、狭帯域蛍光画像
用高感度撮像素子３１１と広帯域蛍光画像用高感度撮像
素子３１２と反射像用撮像素子３１５から出力される各
画像信号の周期の基準となる所定の周波数のクロック信
号を発生するクロック信号発生手段７００、狭帯域蛍光
画像用高感度撮像素子３１１と広帯域蛍光画像用高感度
撮像素子３０６と反射像用撮像素子３１５から出力され
る各画像信号の出力のタイミングをとるためのトリガ信
号を出力する外部トリガ信号発生手段８００とを備えて
いる。
【００７０】画像演算ユニット４００は、広帯域蛍光像
用メモリ３１９に記憶された自家蛍光画像の２次元画像
データと狭帯域蛍光像用メモリ３１８に記憶された自家
蛍光画像の２次元画像データの対応する各画素値の比率
に応じた演算を行って各画素の演算値を算出し、その演
算値に色情報を割り当てる自家蛍光画像演算部４０３、
反射画像用メモリ３１７に記憶された反射画像の各画素
値に輝度情報を割り当てる反射画像演算部４０４、自家
蛍光画像演算部４０３から出力される色情報をもった画
像信号と反射像演算部４０４から出力される輝度情報を
もった画像信号を合成して合成画像を生成し出力する画
像合成部４０５を備えている。
【００７１】表示信号処理ユニット５００は、可動ミラ
ー３０２により反射された通常像を直角方向に反射する
通常像用ミラー５０１、通常像用ミラー５０１に反射さ
れた反射像を結像する通常像用集光レンズ５０２、通常
像用集光レンズ５０２で結像された通常像を撮像する通
常画像用撮像素子５０３、通常画像用撮像素子５０３に
より撮像された反射像をデジタル値に変換して２次元画
像データとして出力するＡＤ変換器５０４、デジタル化
された通常画像信号を保存する通常画像用メモリ５０
５、通常画像用メモリ５０５から出力された通常画像信
号および画像合成部４０５から出力された合成画像信号
をビデオ信号に変換して出力するビデオ信号処理回路５
０６を備えている。モニタ６００は、通常画像と合成画
像を切り換えて表示するものである。
【００７２】次に、上記実施の形態における蛍光画像表
示方法を実施する蛍光画像表示装置を適用した蛍光内視
鏡の作用について説明する。
【００７３】まず、異なる２つの波長帯域の自家蛍光画
像と反射画像を用いて合成画像を表示する場合の作用に
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ついて説明する。
【００７４】異なる２つの波長帯域の自家蛍光画像撮像
時には、制御用コンピュータ２００からの信号に基づき
半導体レーザ用電源１１２に駆動されＧａＮ系半導体レ
ーザ１１１から励起光Ｌｒが射出され、励起光Ｌｒは、
励起光用集光レンズ１１３を透過し、励起光ライトガイ
ド１０１ｂに入射され、内視鏡挿入部１００の先端部ま
で導光された後、照明レンズ１０３ から生体組織９へ
照射される。励起光Ｌｒの照射により生じる生体組織９
からの自家蛍光像は、集光レンズ１０５により集光さ
れ、励起光カットフィルタ１０４を透過して、イメージ
ファイバ１０２の先端に入射しイメージファイバ１０２
を経て、コリメートレンズ３０１に入射する。励起光カ
ットフィルタ１０４は、波長４２０ｎｍ以上の全蛍光を
透過するロングパスフィルタである。励起光Ｌｒの波長
は４１０ｎｍであるため、生体組織９で反射された励起
光は、この励起光カットフィルタ１０４でカットされ
る。コリメートレンズ３０１を透過した自家蛍光像は、
ダイクロイックミラー３０３にて直角方向に反射され
る。そして、ハーフミラー３０８で５０％の透過率で透
過し、５０％の反射率で反射される。ハーフミラー３０
８を透過した自家蛍光像は、蛍光像用ミラー３１３を直
角方向に反射し、広帯域蛍光像用集光レンズ３０４によ
り結像され、広帯域蛍光像用集光レンズ３０４を透過し
た自家蛍光像は、広帯域バンドパスフィルタ３０５を透
過して、広帯域蛍光画像用高感度撮像素子３０６により
撮像される。また、ダイクロイックミラー３０３で反射
し、ハーフミラー３０８により反射された自家蛍光像
は、狭帯域蛍光用集光レンズ３０９により結像され、狭
帯域バンドパスフィルタ３１０を透過して、狭帯域蛍光
画像用高感度撮像素子３１１により撮像される。
【００７５】また、上記励起光の射出と同時に参照光源
１１７より参照光Ｌｓが射出され、この参照光Ｌｓは、
参照光用集光レンズ１１９を透過し、参照光ライトガイ
ド１０１ｃに入射され、内視鏡先端部まで導光された
後、照明レンズ１０３から生体組織９へ照射される。参
照光Ｌｓの照射により生じる生体組織９からの反射像
は、集光レンズ１０５により集光され、集光レンズ１０
５を透過した反射像は、励起光カットフィルタ１０４を
透過し、イメージファイバ１０２の先端に入射され、イ
メージファイバ１０２を経て、コリメートレンズ３０１
に入射する。コリメートレンズ３０１を透過した反射像
は、ダイクロイックミラー３０３を透過し、反射像用集
光レンズ３１４により結像され、反射画像用撮像素子３
１５により撮像される。
【００７６】広帯域蛍光画像用高感度撮像素子３０６と
狭帯域蛍光画像用高感度撮像素子３１１により撮像され
た自家蛍光像および反射画像用撮像素子３１５により撮
像された反射画像は電気信号である画像信号に変換さ
れ、その画像信号はクロック信号発生手段７００から発
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せられるクロック信号に基づいて出力される。このと
き、画像信号は外部トリガ信号発生手段８００から発せ
られるトリガ信号により出力され始める。従って、各撮
像素子から出力される画像信号は画像信号同志で同期の
とれた信号となっている。そして、広帯域蛍光画像用高
感度撮像素子３０６から出力された画像信号はＡＤ変換
器３０７に入力されデジタル化された後、広帯域蛍光像
用メモリ３１９に記憶され、狭帯域蛍光画像用高感度撮
像素子３１１から出力された画像信号はＡＤ変換器３１
２に入力されデジタル化された後、狭帯域蛍光像用メモ
リ３１８に記憶され、反射画像用撮像素子３１５から出
力された画像信号はＡＤ変換器３１６に入力されデジタ
ル化された後、反射像用メモリ３１７に記憶される。
【００７７】そして、狭帯域蛍光像用メモリ３１８に記
憶された狭帯域自家蛍光画像と広帯域蛍光像用メモリ３
１９に記憶された広帯域自家蛍光画像は、自家蛍光画像
演算部４０３で、対応する各画像の各画素値の比率に応
じた演算を行い、その演算値に色情報を割り当て、色情
報をもった画像信号を生成し出力する。また、反射像用
メモリ３１７に保存された反射画像は、反射画像演算部
４０４で、各画素値に輝度情報を割り当て、輝度情報を
もった画像信号を生成し出力する。自家蛍光画像演算部
４０３と反射画像演算部４０４から出力された２つの画
像信号は、画像合成部４０５で合成される。画像合成部
４０５で合成された合成画像は、ビデオ信号処理回路５
０６によってＤＡ変換後にモニタ６００に入力され、合
成画像が表示される。
【００７８】次に、通常画像を表示する場合の作用につ
いて説明する。まず、制御用コンピュータ２００からの
信号に基づき白色光源１１５が駆動され白色光源１１４
から白色光Ｌｗが射出され、白色光Ｌｗは、白色光用集
光レンズ１１６を経て白色光ライトガイド１０１ａに入
射され、内視鏡挿入部１００の先端部まで導光された
後、照明レンズ１０３から生体組織９へ照射される。白
色光Ｌｗの反射光は集光レンズ１０５によって集光さ
れ、励起光フィルタ１０４を透過して、イメージファイ
バ１０２の先端に入射され、イメージファイバ１０２を
経て、コリメートレンズ３０１に入射する。コリメート
レンズ３０１を透過した反射光は、可動ミラー３０２お
よび通常像用ミラー５０１で反射し、通常像用集光レン
ズ５０２に入射される。通常像用集光レンズ５０２を透
過した通常像は、通常画像用撮像素子５０３に結像され
る。通常画像用撮像素子５０３からの映像信号はＡＤ変
換器５０４へ入力され、デジタル化された後、通常画像
用メモリ５０５に保存される。その通常画像用メモリ５
０５により保存された通常画像信号は、ビデオ信号処理
回路５０６によってＤＡ変換後にモニタ６００に入力さ
れ、そのモニタ６００に可視画像として表示される。
【００７９】上記合成画像表示の作用および通常画像表
示の作用に関する一連の動作は、制御用コンピュータ２*
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*００により制御される。また、上記合成画像表示状態と
通常画像表示状態の切り換えは、フットスイッチ２を押
下することにより行なわれる。
【００８０】本実施の形態による蛍光内視鏡によれば、
クロック信号発生手段７００が、広帯域蛍光画像用高感
度撮像素子３０６、狭帯域蛍光画像用高感度撮像素子３
１１および反射画像用撮像素子３１５について共通であ
り、制御用コンピュータ２００が、外部トリガ信号発生
手段８００からトリガ信号を受け取ったとき共通のクロ
ック信号発生手段７００から発せられるクロック信号に
基づいて広帯域蛍光画像用高感度撮像素子３０６、狭帯
域蛍光画像用高感度撮像素子３１１および反射画像用撮
像素子３１５から各画像信号同志で同期のとれた画像信
号を出力させるようにしたので、各画像信号を同じタイ
ミングで狭帯域蛍光像用メモリ３１８、広帯域蛍光像用
メモリ３１９、反射画像用メモリ３１７に記憶させるこ
とができ、各画像信号を相互に利用して画像処理等を適
切に行うことができる。また、クロック信号を共通にす
ることによりに広帯域蛍光画像用高感度撮像素子３０
６、狭帯域蛍光画像用高感度撮像素子３１１および反射
画像用撮像素子３１５により画像を撮像するときの露光
時間も複数の撮像手段について同一にすることができる
ので、画像間演算に好適な画像を得ることができる。
【００８１】また、上記実施の形態は第１の実施の形態
を蛍光内視鏡に適用したものであるが同様に上記第２お
よび第３の実施の形態についても蛍光内視鏡に適用する
ことができる。このとき、上記実施の形態と同様に、広
帯域蛍光画像、狭帯域蛍光画像および反射画像の各画像
信号の同期を取ることが可能であるとともに、さらに、
照明光の照射による通常像に基づく通常画像の画像信号
を記憶するバッファおよびイベント発生部もしくはフラ
グ部等を設けた場合には、通常画像の画像信号の同期を
取ることも可能であり、蛍光画像と通常画像を同時に表
示する場合の表示処理（特に、蛍光画像と通常画像をス
ーパーインポーズ（重ね合わせ）する表示処理）などを
適切に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による画像取得装置の第１の実施の形態
の概略構成図
【図２】第１の実施の形態の画像取得装置の動作のタイ
ミングチャート
【図３】本発明による画像取得装置の第２の実施の形態
の概略構成図
【図４】本発明による画像取得装置の第３の実施の形態
の概略構成図
【図５】本発明による画像取得装置の第１の実施の形態
を適用した蛍光内視鏡の概略構成図
【図６】正常組織と病変組織の蛍光スペクトルの強度分
布を示す説明図
【符号の説明】
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１    画像信号処理部
１０    第１の撮像手段
１１、１５    第１の制御手段
１２    第１のメモリ
１３    第１のバッファ
１４    第１のイベント発生部
１６、２６、３６、４０    クロック信号発生手段
１７      第１のフラグ部
２０    第２の撮像手段
２１、２５    第２の制御手段
２２    第２のメモリ
２３    第２のバッファ
２４    第２のイベント発生部
２７    第２のフラグ部
３０    第３の撮像手段
３１、３５    第３の制御手段
３２    第３のメモリ
３３    第３のバッファ
３４    第３のイベント発生部
３７    第３のフラグ部
４１    レファレンス信号発生部
４２    分周部
５０    外部トリガ信号発生手段
６０    画像処理手段
７０    イベント検出手段
７１    カウント手段
８０    フラグ確認手段
１００    内視鏡挿入部
１０１    ライトガイド
１０１ａ    白色光ライトガイド
１０１ｂ    励起光ライトガイド
１０１ｃ    参照光ライトガイド
１０２    イメージファイバ
１０３    照明レンズ
１０４    励起光カットフィルタ
１０５    集光レンズ
１１０    照明ユニット *
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*１１１    ＧａＮ系半導体レーザ
１１２    半導体レーザ用電源
１１３    励起光用集光レンズ
１１４    白色光源
１１５    白色光源用電源
１１６    白色光用集光レンズ
１１７    参照光源
１１８    参照光源用電源
１１９    参照光用集光レンズ
２００        制御用コンピュータ
３００    画像検出ユニット
３０１    コリメートレンズ
３０２    可動ミラー
３０３    ダイクロイックミラー
３０４    広帯域蛍光像用集光レンズ
３０５    広帯域バンドパスフィルタ
３０６    広帯域蛍光画像用高感度撮像素子
３０７、３１２、３１６、５０４    ＡＤ変換器
３０８    ハーフミラー
３０９    狭帯域蛍光像用集光レンズ
３１０    狭帯域バンドパスフィルタ
３１１    狭帯域蛍光画像用高感度撮像素子
３１７    反射像用メモリ
３１８    狭帯域蛍光像用メモリ
３１９    広帯域蛍光像用メモリ
４００    画像演算ユニット
４０３    自家蛍光画像演算部
４０４    反射画像演算部
４０５    画像合成部
５００    表示信号処理ユニット
５０１    通常像用ミラー
５０２    通常像用集光レンズ
５０３    通常画像用撮像素子
５０５    通常画像用メモリ
５０６    ビデオ信号処理回路
６００    モニタ

【図６】
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摘要(译)

解决的问题：在图像获取装置中通过多个图像获取装置获取图像，该图
像获取装置通过图像获取装置获取图像，将其转换为电信号的图像信
号，并以预定频率的时钟信号作为参考输出图像信号。 当通过图像信号
获取图像信号时，图像信号彼此同步，并且通过相互利用图像信号来获
得能够执行图像处理等的图像信号。 时钟信号产生装置40是第一，第二
和第三成像装置10、20、30所共有的，而第一，第二和第三控制装置
11、21、31是相同的。 当接收到来自外部触发信号产生装置50的触发信
号时，来自第一，第二和第三图像拾取装置10、20、30的每个图像信号
基于由公共时钟信号产生装置40产生的时钟信号。 同步的图像信号被输
出，并且各个图像信号同时被存储在第一，第二和第三存储器12、22、
32中。
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